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様械本体の標準データ

本機の主な仕様
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1 機械本体の標準データ

項 目 単位 VCN‐410A II VCN‐410B II

機械の

大きさ

機械寸法 (標準仕様) 高さ

(フロアより)

mm 2773

幅 mm 2000 2480 2880

奥行 mm 2600 2835

機械質量 (標準仕様) kg 4920 5310 6900

電源 電圧 (3相 ) 仕向地別 V AC 200/220/230/240± 10%
AC 380/400/415/440/460/480± lo%

周波数 Hz 50/60± 刊

電源容量 (標準仕様) 10分定格 kVA 331 35,1 366

連続定格 kVA 224 244 259

エア源 圧 カ MPa
(kg7cm2)

0.5(5)以上 09(9)以 下

容量 (標準仕様) L/min(ANR) 200

運転時の騒音レベル (オペレータ位置にて)  76 dB(A)

運転条件 (加工条件)

工具   :フ ライスカッタ (φ80)

被肖叫材    : S45C

切削水  :な し

主軸負荷  :50%

主軸回転速度

送り速度

切削幅

切削深さ

1193 minコ (rpm)

2792 mm/min

60 mm

10mm

警告

VCN‐ 510C II

2343

露点温度‐17° C以下 (大気圧 )

注意 1: 本説明書で示されている数値と機械に取り付けてある銘板の数値が異なるときは、銘板の

数値を使用してください。

注意 2: エア源は、水分、オイルミストの少ない清潔なものを使用してください。         「

また、コンプレッサから直接、短い配管で本機にエアを取り入れることは避けてください。  i
高温なエアが本機内で冷却されることにより、水分やオイル分が凝結し、バルブや配

まらせたり、錆の発生原因となるばかりか、主軸ベアリングの焼付きの原因にもつな

す。多量の水分を含むエアや高温のエアの場合には、エアドライヤなどの補助

てください。

● 仕様を超える工具やインサートを絶対に使用してはいけません。さもないと重大事故につ

恐れがあります。

オペレータドアの窓は、主軸が最高速度で回転中に最大径の工具の外周に取り付けら

サートが遠心力または何らかの外力により外れて放出されたときのエネルギーに対して

確保できる強度になつています。
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